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表紙　中谷よう子さん

造 林 補 助 事 業
大紀地域の環境保全と木材資源循環のためには、その林齢に応じた山の手入れは欠かせま

せん。その手助けとなるのが、この造林補助事業です。森林組合では生産林において下記

の作業の平成20年度補助申請を受け付けています。自分で作業しても、森林組合に作業委

託しても採択基準に合えば補助対象となりますので、この事業を利用して山の手入れをし

てみてはどうでしょうか。

作業種

林齢

植付 下刈 枝打 除伐 間伐 備　考

1年生
＊①

＊①植栽本数
　2000本／ha以上
　再造林のみ

2年生～

5年生

6年生～

10年生 ＊②

＊②植栽本数
　5000本／ha未満のみ

11年生～

15年生 打上高
０～２m

16年生～

20年生 打上高
2～4m

＊③

＊③間伐率
　20%または30%

21年生～

30年生 打上高
4～8m

＊③
〃

31年生～

上限なし ＊③
〃

作業路

造林補助事業を利用して林内作業車等が通行可能な程度の作業路を開設する

ことが出来ます。ただし、200m開設するためには、5年以内に1.0haの間伐が

必要となります。巾員は2.0～2.5m、縦断勾配はおおむね25°までです。

●地目は、山林に限ります

●1ヶ所 0.1ha（1反）以上の面積が必要です。

●間伐は、5年毎に補助事業を受けることができますが、間伐率が20％～30％未満、30％

以上の2段階になり、補助金額が大きく異なるようになりました。

森林環境創造事業

大宮中学校２年生

対象現地象現地 ●林道及び作業道より400m以遠の人工林、及び全ての天然林

事業内容業内容
●森林組合が事業主体となり、20年間の管理委託を行います。

●助成額は、県80％、町20％の全額補助になります。

施行内容行内容

●人工林では強度の間伐を数回繰り返し、針葉樹と広葉樹の混交林化を

目指します。

●天然林においても同様に、間伐（受光伐）を行います。

留意点 ●20年間の管理委託期間の皆伐は禁止となります。

山林の対象現地等、詳しくは当組合までお問合せ下さい。

　平成19年6月12日(火) 午後、大宮中学校2年生のＡＬ

（総合的な学習の時間）の一環である『地域の森林、林業』の

勉強会の講師を当組合の職員が担当し、滝原岩内山地内の

山林を33名の生徒と散策しながら①日本の森林の現状、②

森林の機能、③森林の育て方、④私たちの町の森林について

の学習をしました。また、森林の機能を持続させるために

必要な間伐という作業の説明とともに、その作業現地であ

る滝原奥場を見学しました。

　生徒からは『地域の山のことがわかってよかった』『森林がどんな事に役立ち、いかに大切な

のかわかりました』『次世代への財産として受け継がれるようしたい』等の感想を貰いました。

　当森林組合ではこのような林業学習を通じて、スギ、ヒノキさえ見分けられなかった生徒達

が森林や環境に対する問題意識を持ち、現状を正しく認識してくれることを期待しています。

整備課　古窪晃好

編集後記

昼夜の気温差が大きくなってくると紅葉の季節
です。紅葉は日本の自然美の象徴であり、平安の
昔から多くの歌人が愛でています。千年前の人
と同じ美を共感できることがどれほど素晴らし
いことか、私たちが守るべき財産です。



　当森林組合は平成3年の合併以来、森林整備型組合として歩んできました。特に高性能林業機械等を

導入した平成8年度以降は、若手現業職員の雇用を促進し、林産事業及び基盤整備の充実（作業道の開

設）に積極的に取り組みました。また、森林造成事業におきましても分解性の早い植物性チェーンオイ

ルを使用し、等高線伐倒等環境に配慮した施業を行ってきました。

　一方で、森林・林業を取り巻く最近の動向は、地球温暖化防止に向け、CO2吸収・貯蔵の重要な役割を果

たしている森林の整備強化、或いは国際的な木材需要増加の変化を受け、森林資源が充実してきている

国産材の利用促進と山側からの供給及び流通体制づくり等、新たな動きが出てきています。

　こうした状況を背景に当組合では、この度、事業への取組みの特色を更に明確にし、充実を図っていく

為、組織改革を行い、従来の業務課を保全と整備に分け、林産、総務と合せて4課制としました。又、増加

した若手の現業職員を中心に、技術面、衛生面の指導及び伐出作業をはじめ奥山における未整備林の作

業、その他、危険度が増している現地への安全パトロールを目的に熟練のリーダーを配置した安全・指導

対策室を新たに設けました。各課の事業内容及び担当職員・現業職員を下記に紹介いたします。

　今後とも地域の皆様と密着した活動を目指し事業展開していきたいと考えておりますので、よろしく

お願い致します。 参事　近藤昭英

総 代 会理　事 監　事

山添裕康

副組合長理事

参  事　近藤昭英

室  長　寒川卓美

安 全・指 導 対 策 室

●安全パトロール

●安全衛生指導

●現地研修会

●安全衛生講習会

寒川室長、近藤参事

林業架線作業主任者…………………………………………………………………………… 17名

伐木及び刈払機取扱安全衛生教育講習修了………………………………………………… 31名

間伐技術指導員…………………………………………………………………………………… 5名

第一種衛生管理者………………………………………………………………………………… １名

安全衛生推進者…………………………………………………………………………………… １名

毒物劇物取扱者…………………………………………………………………………………… １名

職長・安全衛生責任者教育修了 ………………………………………………………………… 6名

林内作業車の集材作業教育修了……………………………………………………………… 26名

高性能林業機械オペレーター養成研修修了…………………………………………………… ７名

林業技士（林業経営）他 ……………… 10名 大型特殊運転免許 …………………… ５名

林業作業士…………………………… 10名 高所作業車技能講習修了 …………… ４名

測量士………………………………… １名 二級造園施工管理技士 ……………… ２名

測量士補……………………………… ５名 一級土木施工管理技士 ……………… １名

車両系建設機械運転技能講習終了 20名 二級土木施工管理技士 ……………… ５名

大型運転免許………………………… 20名 造園二級技能士 ……………………… １名

Ｈ19.9 現在

保全課

森林造成事業

 ●歩道の設置

 ●地拵え、植栽

 ●間伐

 ●天然林施業

森林管理

森林環境教育

課長　米倉敦也

主任　太田秀明

生産林・環境林・保安林の区分別に組合員の皆様

の山林管理をサポートしています。

造林補助事業、森林環境創造事業、治山事業など

若手現業職員を中心に、歩道の設置から間伐、天

然林施業など環境にも配慮し、計画から実行ま

で保育の作業を行っています。

整備課

作業道事業（補助・自力）

 ●踏査

 ●路線設定

 ●測量

 ●設計

 ●施工(直営)

森林国営保険取扱業務

機械･器具貸出

作業道事業(作業道・作業路)の踏査～施工（すべ

て直営）を行っております。

これからは更に環境に配慮した道づくりや保

育から伐採搬出までの多様な施業の効率化に

つなげられ、かつ、組合員の方々のニーズに応

えられる実用的な道づくりを目指します。

課長　岡田秀二

技師　古窪晃好

林産課

林産事業

 ●立木買取

 ●請負林産

 ●材運搬

 ●材積見積

　（立木調査）

課長　服部和徳

主任　藤本直樹

高性能林業機械を使用した立木の伐出（主伐・間伐）作業

や依頼を受けた木材運搬作業を行っています。

今後は、新たな取組みとして個人所有林を取りまとめ

て、低コストでの利用間伐を実施する提案型集約施業を

推し進め、また、原木の有利な販路を模索し、組合員の

方々に少しでも多くの利益還元を目指します。

総務課
課長・会計主任　大瀬俊子

係長　　　　　　久保由紀子

日々の経理・管理・購買業務等に加え様々な庶務全

般を担っています。

職員・現業職員ひとりひとりに対する理解とバラン

ス感覚を重視し、「縁の下の力持ち」としての役割が

果たせるよう、二人で職務に励んでいます。

購買では、林業に関する様々な道具等を取扱ってい

ますので、気軽にお立ち寄り下さい。

経理関係

管理関係

購買事業

指導事業

金融事業

大内山大平下刈現地にて一息 岩内山作業道開設現地にて スイングヤーダによる列状間伐現地（七廻り）にて

⑤

田のあぜ草、雑木、
竹、ススキ等、様々
な種類の草木に対
応 し た 替 刃 を 取
扱っております。
切れ味をお試し下
さい。

刈払機の替刃
10種類以上

そろえています。

代表理事組合長

服 部 勝 人･水 野 訓 行


